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　　　　　　　　此頃小望遠鏡で面白い星　　　N　KI生．
0魚座16赤星
赤経2時42・3分赤緯北3。2’
　ペガソス四角形の南側にあり淡い星の割にに捜し易い星である02…一ヴア1ド光度it
5・30等でスベグトル型にNである。肉眼星の中では最：も赤い星で肉眼でも氣がつく。望遠
鏡でに中倍摩で美しい。双眼鏡で容易に見える星であるから注意されん事jhe望む。
（）　M33N．　（｝．　C．598渦ナ決星雲
　赤経1時293分赤緯北30015’
　双眼鏡でも見え一吋ならすつSよく見えろσ爲藁では甚だ立派であろが望蓮鏡丙でド甚
だ失望的なもので10吋でも極く不明瞭なものである。直径は甚だ大で月よリlt大きい3吋
で匡親藩寧に限る010吋で立taI：渦訣に見える。
牡羊座α
　赤経4時3L3分赤緯北16021’
　ピアデス群中最大の星でAld　baranミ呼ばれる星で親しい星であろ。光度にLO6等スペ
クトル型ltK：5で赤星であるからtり、ナン座αの比較星ヒして適當である。
曲の星1：it位置角34。距離120秒の所に1L2等の小星がある。可なり明るい月夜にても3吋
で見える。・3吋の集光力の試ee［：試みて見なさい。此の9．［t黄遣近くにあるからしばしば
Jjの爲に掩蔽される。書間でも4吋で容易に観測出來る。
11等星に2・Pシェルが二見し7こものであろがβ【温877年Bearbom天丈墓の18吋で10903・1”の
所、：13・5等星々二見しナこ11等の方にアlvデバランミに關係が無いが13等星．ltアルデバラン
S同方向に等労力動でいて居るo
Oナリオン座え　二重星
　赤経5時30・7分赤緯北go53’
　3・7等＝5・6等；位置角450．距離4・4”
　黄勢青の美しい重星で2吋50倍で見える。3吋80倍でi工もつミ美しい。
⊂）ナリオン座ζ
　赤綴5時36・7分赤緯南ユ058’
　2・1等　：4・2等位置角　1560　距離2・6t’
　2吋の良好な試験星で2吋100で見えるが光度の差が大きい露に見にくい。俘星の色11珍
らしい色である03吋150倍でtt立派【；二重に見え・ろ。W両脚シエ即が此の星な見落し’（
闘うがK：unowskyが二重である事75？rc見L1：0純計の億置にに憂心なし0
0N．　G．　C．2024．　Hv　28　　　　　　　　　ナリナンζのすぐ北にあるKm星雲で随分
大きなものであるが9の爲に見にくい。晴夜2吋20倍で見えるが3吋4吋で見るピ此の星雲
にに溝があり随分ビ複維なものである事が分かる010吋でに仲々雄大な星雲である。ζ
の南にバーナード氏が目下的［：ge見し7こ有名な暗黒星雲部があろ。穴lt　7吋や10吋でも暗
夜にに漸く見得る位である機會あれば注意されよo
Oth　i｝オン大星雲第二回　M52
　赤経5時31・0分赤緯南5026’
　一月號i塗照
　小望蓮鏡で卑得る星雲でばナ｝）ナ・ン星雲は最も肚大で美しい星雲であろσ薯蓮鏡の獲見
μ來幾多の碍究が行にれずこがハPヴア…ド天sk　e謹t：於てボンドBondがメ）v　Pt　15吋で行つ
ナこ齪測ツナンハーセルが18吋反射鏡でte　’一プ［：於て行つすご灘測角に有力なものであろ。
観測者に巧妙なスケッチな書い7：けれこも大艦の幽々現し7：ものに過ぎぬ。現代の進歩ぜ
ろ有力なる反射望赤面の爲眞でさえ露出過度の爲め複維なる申央部の構澄星雲の美観々現
して居らない。爲虞の内で（i　i）チー氏G，W・Ritcheyがヤ函キ・一ス・天丈i嚢の24吋反射鏡
で得たものがよく此の星雲な同仁て1工居るが望蓮県内の美しさには居らない〇四重星中の
最小の星にBMナリナン亡言にれる星で週期6・4754旧のアiv一ゴール種墾光星で私も二回
ぽかり減光して居るのた見ずこ事がある。．
（??）
37筍
Mny“一ff’T
　10．8等の星に3吋で善通の夜に見えろが11，3等に可なり圏難である。両星ミも攣光星ミ考
へられ【（居る。
　此の星雲の内外にに甚だ愛光星が多い何れも淡いものばかりであってハープァPド天日
塵及びウナtVフ氏の獲見であろ。其の内で1，　Tに1863年Bondの獲見しプこ．不規則星　あ
ろ。圃はホフメイスター及びバーゲン雨蓋の原圖に基いて書いブこもので光度匡ハーヴァー
ド光度表よい試つナ：o
　ANにハーヴア｛ド表にば11・4等Sさt’L’（居るがハルイウイヒのee（：　［工　IO．3－ILO等ま
て愛鳴す．るが種類不明である。圖でBM　［工四重星の左下・右下に誤・
　星名　愛光箆眞光度　種類
（?．?）
　AK　IO．7等トIL3等不明
　AF　．11．9一16．1　　　同．
　AE　12．6－13，3同
　AG　12．9－14．0　　同
　vz　一一・　一
　古き新星の最近状況
　古き新星の光度観測（t新星
餅究上重要なものであるが少
数なる観測が得られるのみに
て一般に等閑覗されて居る。
　英のスチ戸プンソンW．H．
f；teaven・・n（k吋Vイ望遠鏡）
氏ヤr　it　’一ス天丈豪のバPナ
．一 h氏（．四十吋）AAVSO
命員等の観測が主要なるもの
である。．スチe一・プンソヒ氏の
槻測な主要なるものピし一（記
す。
⊂）1866年オk冠座新星
　9・4等の光度な保持す。
　｝848年蛇遣座新星
　19212年中11．9乃至12．7等．の
剛に稽々週期的に愛光す1918
年鷲座薪星1922年申に殆んご
攣’じ秘す10・1等なれご1923年
に10・4馨近くまで落下せり6可
なり著しさ星」凱歌星像を有す
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る爲観測ぽ多少不一・致なり02吋にて魏測可能o
O191g年蛇遣座新星
　AAVSO會員の観護によれば1922年中1　Q・　・e等よリ12・8等まで下降す。
（）1920年白鳥座楽斤星
　1922年中10・0等よ，J　11．2等まで漸次に下降し1923年10月に【UL5等なり。星像星雲欺な
る爲に光度決定にほ著し． ｫ困難を感じ著「しく不一致なり03吋にて魏測可能O
㌧メ876年白鳥座薪星
　光度約」4・7等にて6吋にて【i最：良の夜に於てのみ認め得。三光に僅かに0・3等以内iこ’（タ
ーナー教授ば41・5日の週期）5？Ptxふ。
、01910年トカゲ座極星
　認め得べき筆工なく14．1等なり
01901ffベルセウス座薪星
　12・2生り14・1．等の間に著しき月光ななし星像は僅かに73倍にて著しき星雲験の外工賃有
し勲閥多少困難な．り7吋にて容易．に観訓さる。
　訂　　正
　一月號天界口緯の〃．ロソスソー・反射墓遠鏡の観明中36吋鏡itカ，レバーの製作な　vJ亡　HE
ア・がキーラー氏の原］k　1：　［工It　Was　made　by　Mr・Calverε記し其後Campbe11氏（：より
天引物理學雑誌王902年號によvJて訂正ざろ。
　反射鏡面が不完全な．りし爲有名Yるグラツプ氏Sir　Howard　Grubb旧し’（再度勉物線
面に磨かしめナこる散グランプ．氏の製作ご同様なりSo又鏡面it甚だ完全にしてフー　tl　・一の
姻の試験．によれ：ば鏡蓮fほ甚だ良好なリ。以上の理由によ．り訂正すo
